
     ＜評価の基本的な考え方＞

        基本的な技術力を満足した上で、工事現場周辺における市の行政に即した活動や地域への貢献が特に顕著であったとき。

［記入方法］ 該当する項目の□に☑マークを入力し､その具体的事由等を右欄に記入する。

左記チェック項目の具体的事由等
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【担当監督員】

（評定点計）

・工事の施工にあたり、市が行う公共事業のイメージアップ、地域社会への貢献度の度合い及び地球環境保全に十分配慮した取組み等、「基本的な技術力と成果への評価」
で評価されなかったものについて評価する。
・１項目１点を目安とする。
・「社会的貢献」の評定点計は、最大１点とする。

その他

工事現場周辺の自然(山､河川､公園等)保護に対して貢献をした。

工事現場周辺の生活道路､通学路の交通整理等を行い､市民や児童､生徒の安全を確保した。

現場事務所や作業現場の環境を周辺地域との景観にあわせる等、積極的に周辺地域との調和を図った。

地域生活に密着したゴミ拾い､道路清掃等のボランティア活動等へ積極的に参加し､地域に貢献した。

ごみの減量､有料化､不法投棄対策に対して貢献した。

災害時等に地域への援助活動に積極的に協力した。

環境負荷の少ない材料や施工方法の自発的な採用等､地球環境にやさしい具体的な取組みを行った。

第５号様式

工事成績評定項目別評定表（社会的貢献）

評定点社会的貢献キーワード


